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　■日印産連「オフセット印刷サー
ビス」VOC発生抑制に関するグリー
ン基準の一部改定について
　10月からの「GP資機材認定制度」

の開始に伴い、GP資機材認定とグ

リーン基準の整合性を図り、VOC発

生抑制に関するグリーン基準の一部

が10月20日より改定された｡(表参照)

　＊「VOC配慮型湿し水」には、

エッチ液など添加剤を使用しない湿

し水を含む。この場合、水準―１と

して取り扱う。

　■愛知県印刷工業組合が後援する

㈱光文堂主催による第47回「光文堂

新春機材展」が、来春１月21日㈮・

22日㈯の両日、名古屋市中小企業振

興会館（吹上ホール）において開催

される。「2011 DISCOVERY NEXT

（見つける、動く、切りひらく）」

をテーマに、光文堂はじめ出品各社

から内外の新鋭機が披露される。ま

た、好評のコラボレーション展も併

催されることになっている。詳細に

ついては、１月号に詳報予定。

　■2011年度総合機材展
　・｢PAGE2011」　期日：２月２

日㈬から４日㈮､会場：東京池袋サン

シャインシティコンベンションセンター

　山下雅史氏逝去
 ㈲日本レーベル社長山下雅史氏
は10月28日逝去された。享年62歳。
葬儀は、10月30日イズモ葬祭セレ
モニホール岡崎貴賓館において執
り行われた。
　伊藤幸夫氏逝去
　㈱伊藤印刷所前社長伊藤幸夫氏
は、11月２日肺炎のため逝去され
た。享年86歳。
　土屋睦氏逝去
　ツチヤ印刷㈱会長土屋睦氏は、
11月７日逝去された。享年89歳。
葬儀は、11月９日平安会館浄心
斎場において執り行われた。

TOKYO、主催：㈳日本印刷技術協会

　・｢IGAS2011」国際印刷機材展　

期日：9月16日㈮から21日㈬、会場：

東京ビッグサイト東館、西館、主

催：印刷機材団体協議会

　・｢2011日本国際包装機材展」　期

間：10月18日㈫から21日㈮、会場：

東京ビッグサイト、主催：日本包装

機械工業会

　■日本自費出版文化賞／作品募集
　日本グラフィックサービス工業会

主催、NPO法人日本自費出版ネット

ワーク主管による、第14回「日本自

費出版文化賞」の作品募集が行なわ

れている。

　【募集部門】
 ①地域文化部門／郷土史、地域誌、

民族記録、地域人物伝、記念誌など。

②個人誌部門／自分史、一族史、追

悼集、遺稿集、旅行記、闘病記、趣味

など｡③小説・エッセイ集／小説、戯曲、

エッセイ、童話など。④詩歌部門／

詩集、短歌、俳句、川柳など。⑤研

究・評論部門／研究発表（一般書）、

評論、評伝など。⑧グラフィック部

門／画集、写真集、絵本など。

　【受付期間】
　2011年３月31日（当日消印有効）

　【応募方法、申し込み先】
　〒103-0001東京都中央区日本橋小

伝馬町7-16 ニッケイビル7F 日本グラ

フィックサービス工業会内

NPO法人日本自費出版ネットワーク

日本自費出版文化賞事務局

TEL03-5623-5411 FAX03-5623-5473

■中日ドラゴンズのセリーグ優勝パ
レードを見に、栄まで出掛けました
が、人、人、人の多さに圧倒されま
した。新聞の報道では50万人が沿道
を埋め尽くしたそうです。沿道のデ
パート、商店、飲食店など、経済効
果も相当なものがあったのではない
かと思ったりしています。ドラゴン
ズ優勝で印刷業界への効果は、一体
どれぐらいあったのでしょうか？
■平成23年新春 印刷と関連業界新年
互礼会が平成23年１月14日㈮に開催
されます。是非、皆様方のご出席を
お待ち申し上げております。
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巻頭言

　本年度の従業員･家族合同レクリエーション
は、初秋とはいえ暑さの残る９月26日に開催し
ましたが、178名の大勢の参加をいただき、お
天気も快晴の初秋の長野を満喫した一日でした。
　今回は、ウォーキング主体のレクリエーショ
ンのため参加者の年齢層も幅広く小学生から中
高年まで様々でした。参加者のアンケートから
はおおむね好評の回答をいただき、企画をご提
案いただいた吉川委員長には感謝申し上げます。
　下見は台風が来襲して最悪の中でしたが、共
済･労務委員の方々の細部に亘る協力のおかげ
で良い結果になったようです。
　次年度も工夫を凝らしたレクリエーションを
ご提案申し上げますので沢山の方のご参加をお
願い申し上げます。
　さて、昨日、税務当局の方とお話しする機会
が有り、その中で、中川税務署管内の法人の75
パーセントが赤字申告であるとの話をお聞きい
たしました。
　大企業では今期、リーマンショック以降では、
やっと回復の兆しがあると新聞紙上では発表さ
れていますが、中小零細企業にあっては、まさ
に私ども印刷業では、苦戦されている企業の方
が多数なのではと推察する次第です。
　私が属する熱田支部においても、私が10年
前に支部長をしていた頃は、確か26社ぐらいは

加入されていたと記憶しています。時代の流れ
とは言え、厳しい環境の変化は、資本主義社会
にあっては致し方ないのでしょうか。それでも、
現在の会員数を維持拡大しながら将来の展望を
見据えた努力は当然必要でしょう。
　また、本年11月から名古屋商工会議所の会頭
となられた名港海運株式会社会長の高橋治郎様
のお話をお聞きする機会が有りました。その中
で、この厳しい環境下では、経営者は歯を食い
しばって努力をしなければならないと語られま
した。
　ご承知のように名古屋港はこの度、国の指定
港からは外されてしまいました。実績のある港
が外され、そこに本当に日本の将来の展望があ
るのかとも語られました。幸いにも名古屋、愛
知県は産業基盤のある企業と共に発展してきま
した。そのおかげで名古屋港も発展して来たと
思います。
　従来、そして今後も、その産業基盤を中小企
業は支えています。勿論この厳しい状況の続く
中、我々業界とその企業の存続ましてや発展は
容易なことではありませんが、会員の交流と工
夫は必ずや道は拓けると信ずるところです。
　愛知県印刷工業組合が益々活性化することを
願い、一年間の会員の方々のご協力に感謝申し
上げましてお礼の言葉とさせていただきます。

「会員交流に感謝」

共済･労務委員長　猪飼 重太郎
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グリーン基準
グリーン原則工程

枚葉印刷

輪転印刷 同上 同上 同上

①VOC発生
　を抑制して
　いる

旧
「湿し水からのVOC発生を
抑制していること」のうち
・VOC配慮型湿し水を50％
　以上使用していること

「洗浄剤からのVOC発生を
抑制していること」のうち
・VOC配慮型洗浄剤を50％
　以上使用していること

「湿し水からのVOC発生を抑制しているこ
と」のうち
・VOC配慮型湿し水を使用していること
＜水準－1＞スリースター認定のエッチ液を
　使用（購入）していること
＜水準－2＞ワンスター認定以上のエッチ液
　を使用（購入）していること

「洗浄剤からのVOC発生を抑制しているこ
と」のうち
・VOC配慮型洗浄剤を使用していること
＜水準－1＞スリースター認定の洗浄剤を使
　用（購入）していること
＜水準一2＞ワンスター認定以上の洗浄剤を
　使用（購入）していること

新（平成22年10月20日改定）



　■デフレ、環境問題等への対応

　「印刷ビジネス－これからの10年」をお話する前
に、必要なのは現状認識です。
　残念ながら印刷デフレは止まっていません。価格
の低下は諸物価の低下率を超えているような気が
してなりません。特に従来型の印刷物で、比較的大
ロットの下落率が大きいような気がします。これは
大ロットの印刷物の発注量が減少し、受注価格、受
注競争が激化したことが原因だと思われます。新聞
の折込チラシ、フリーペーパー、総合カタログ、雑
誌など、10万部を超えるような印刷物の減少が特に
顕著です。
　大ロットの印刷物の目的、それは情報伝達だと思
います。それがインターネット、携帯電話などの
Webで代替できる社会的な環境、インフラが整った
こと。これらの影響を受けているような気がしてな
りません。ともすると大ロットの印刷物だけに目が
奪われますが、決して変化は大ロットの印刷物だけ
ではないと思います。その逆の小ロットの印刷物に
も大きな影響が出ています。これは考え方によって
は、小ロット、極小ロットの市場は活性化している
というふうに考えられないこともないような気がし
ます。印刷通販によって低価格印刷物の需要が大き
く伸びています。近年、小ロット印刷、極小ロット
印刷がWebを利用した通販ビジネスにより、供給さ

れるようになりました。大幅なコスト削減が可能に
なり、低価格化が進んだことにより、小ロット物件
の発注者と発注量を爆発的に増加させているような
気がしてなりません。一般に私たちの印刷は、部数
が少なくなると１部当たりの単価というのは非常に
高くなってしまいました。それがWeb通販という新
しいビジネスモデルにより、印刷の価格がある意味
では一桁以上、下がっている。それが一気に顕在化
したような気がしてなりません。
　さらに大きな変化をいくつか挙げてみたいと思い
ます。
　環境問題。これも今後、10年間の間に大きな影響
を及ぼすと思います。温室効果ガス削減目標で、印
刷需要は残念ながら下がると思っています。政府は
昨年、温室効果ガスの排出を1990年度比、25％削減
すると国際公約しました。これは９年度比に換算す
ると2020年度までに40％～50％削減しなければいけ
ないということです。
　私たちが使用する紙。資源が木材という意味では
再生可能な材料で、大変リサイクルとしては優等生
だと思います。しかし、その加工工程、製品の搬送
工程で多大な石油エネルギーを使っています。使用
量を抑制する方向に世論がぜひ誘導されないように、
これは印刷産業を上げて明確な我々の在り方を、こ
れからメッセージを発信して行かなければなりませ
ん。組合の役割、産業の役割は大きいと思っていま

　本誌11月号既報のごとく「2010全日本印刷文化典in岐阜」
が開催されました。その折に、「全印工連メッセージ」が表
明され、水上会長が会長メッセージ「印刷ビジネス－これか
らの10年」と題した講演を行いました。本稿はその折の講演
を纏めたものです。（編集部：誌面の都合で、一部割愛して
ありますことをお断りしておきます）

す。そして環境問題は、実は私たち自身にも大きく
降りかかっていると思います。自社の責任です。環
境問題はもはやモラルではありません。環境問題は
法律の問題だということを認識していただきたいと
思います。「自分だけイイヤ」、それはまったく通
用しません。我々がきちっとした自覚を持ち、業界
の地位向上を目指したいと思います。

　■「プロの営業マン」が必要

　「印刷ビジネス－これからの10年」を考えてみた
とき、その中にはいろいろな変化があります。デフ
レに対する対応もして行かなければなりません。印
刷デフレという価格が下がる中で、我々は継続的な
コスト削減が必要だと思います。デフレの時代で
「売り手は地獄、買い手は天国」という言葉があり
ます。売り手が地獄では困ります。地獄から脱却す
るにはどうすれば良いのでしょうか。まさに、日常
的な切磋琢磨、継続的な全社員参加の改善・改革し
かないような気がしてなりません。そして、最も重
要なのは、計画的な社員教育が実施されているかど
うかです。差別化というのは、意外とこのようなと
ころにキーワードがあります。ぜひ、それぞれの会
社で原点回帰をしていただきたいと思います。
　10年後、果たしてどうなるのでしょうか。これ
は神様しか分からないのですが、最もお客様と接点
があるのが営業マンです。ですから、営業マンがど
のように対応すれば良いのかが課題になります。ま
ず現状で、営業マンがお客様からどのように見られ
ているのか。その辺が糸口になるような気がします。
印刷営業にはソリューション、問題解決への対応が
求められています。
　印刷営業マンは、以前は印刷発注者に言われるま
まに、御用聞き営業をしていれば通用したのです。
しかし、今、印刷発注者が大変若返ったことにより、
発注者からさまざまな提案、さまざまな助言を求め
られるようになっています。これが変化なのです。
この求めにきちんと応えられない印刷営業があまり
にも多く、発注者の不満がある意味で爆発していま
す。「だからプロの営業マンになれ！」というわけ
です。ここに大きな解決策があると思うのです。プ

ロの営業マンをどんどん育成した会社が生き残って
行くのではないでしょうか。印刷営業はこのまま同
じパターンでやって行くと大きな限界があるような
気がしてなりません。自社の中に印刷営業マンの限
界を抱えていると思います。

　■大切な小さなチャレンジの継続

　我々印刷業界を振り返ってみると、過去数10年、
印刷技術は何回かのイノベーションを経て、目覚
ましい進歩を遂げてきたと思います。生産性の向上、
品質の向上も飛躍的に伸びてきたと思います。今
後もさらに印刷技術の発展は進むでしょうし、新技
術も出現して、将来の期待は大きいものがありま
す。夢はまだまだ充分にあると思っています。しか
し、一方において、販売促進、顧客管理などの営業
面の実務改革はまったくと言って良いほどされてき
ませんでした。数10年間、営業スタイルはほとんど
改善されなかったのです。小ロット化に対して、価
格が低下して、当然売上が下がりますから、販売管
理費の比率が相対的に高くなります。ある意味では
お客様の不信感を買うという、そんな現状にはまっ
ているような気がしてなりません。
　では、どうすれば良いのでしょうか。残念ながら
魔法の一手はありません。できることといえば、実
は小さなチャレンジです。本当に細かいことを繰り
返し、繰り返し、懲りずにやり続けること、これが
小差が大差につながるのです。小さなチャレンジを
とにかくやり続けることだと思います。
　印刷業は二極化が進んでいるのも事実です。業態
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■2010全日本印刷文化典in岐阜
「全印工連・会長メッセージ」より

「印刷ビジネス―これからの10年」
水上全印工連会長メッセージ

コンテンツ制作企業、ワンストップサービス企業への転換

水上光啓
全日本印刷工業組合連合会会長

印刷ビジネス－これからの10年

講演する水上光啓会長



変革を実践して、将来に向かって、展望を見出そう
と努力をしている企業。一方では現状維持に甘んじ
ている企業。現状維持に甘んじている企業を一般的
に捉えたらどうなるでしょう。戦術があっても戦略
がありません。小手先だけで仕事をこなしているよ
うに思います。一般的に経営者は横並び意識が強い
ものです。特に印刷業界は強いような気がしてなり
ません。そしてソフト化、サービス化が欠如してい
ます。これも何10年も前からの課題です。それを解
決できなくても存在できたのです。
　現在、紙の需要は成熟化しています。価格競争は
熾烈化しています。メディアの多様化は伸展してい
ます。現状維持企業の多くは、これらの市場変化に
対して、従来通りの発想で営業を展開しているので
はないでしょうか。請負型ビジネスに固執している
のではないでしょうか。自社の生産手段を前提に、
頭から決めてしまっていたならば、それは営業上、
打つ手に限界がくると思います。
　
■新企業文化創造のための戦略

　では、新企業文化、新企業風土をつくるにはどう
したら良いか。３つの戦略があると思います。
　第１は営業戦略です。これは業態変革を実践して
いる企業を見れば､解決策が出てくると思います｡業
態変革を実践している企業の共通点とは何でしょう
か。それは従来の営業に欠けていたマーケティング
発想を持っていることです。マーケティング発想と
は何でしょう。いろいろ解釈できると思うのですが、
私は顧客第一主義だと思います。まず、お客様の問
題解決です。お客様にとって面倒くさいことの解決。
そして、お客様と一緒に考えて、提案して、実践し
て、実行して、成果をしっかり上げ、それを最後に証
明までします。それが顧客第一主義ではないでしょ
うか。本当にそこまでやっているのでしょうか。お
客様は求めているわけです。求めていることを実行
すれば、必ずそこにビジネスが存在すると思います。
　第２は生産戦略です。生産戦略には３つあります。
まず第１は設備の物真似からスタートしたのです。
そして第２に設備の差別化。第３は自社の優位性を
確保するための個性化、独自技術への戦略。この３
つのステップを経てきたのです。そして、今、この
デフレの時代の中で、お客様の求めていることは何
でしょうか。それはスピードと低価格なのです。そ

れに生産設備がある程度対応できるように、方向性
を明確にしなくてはいけないと思います。
　そして生産戦略でもう１つ重要なのは、丼勘定か
らの脱却です。丼勘定ではなく、生産設備と採算性
の関係を、とことんこれから考えなければなりませ
ん。今までのように社運をかけた設備投資はあり得
ないと思っています。もともと印刷会社は、品質と
生産性の向上に大変熱心でした。さらに、工場の環
境や製品の品質の保証のISOも、お客様の信用を得
るための手段として取得したのです。そうではなく、
本当の意味で職場を改革するために必要だという認
識を持っていただきたいと思います。
　第３は情報戦略です。今まで最もないがしろにさ
れてきましたが、これが肝心のような気がします。
情報戦略には２つあります。内部情報資産と外部情
報資産です。内部情報資産は、会社の内部の情報で
す。営業が集めてくる得意先情報、生産現場の情報、
社内に蓄積されている情報です。外部情報資産は、
今、直接に仕事に関係ないけれども重要な情報です。
例えば、顧客の業界情報、経済情報、消費者情報な
どです。
　問題なのはこの情報が、１人の頭の中だけに入っ
てしまっていることです。私たちはこれを共有化し
なければ武器になりません。これを共有化すること
によって武器にしなければならないのです。これが
最も大事なのですが、では、共有化はどうすればで
きるのでしょうか。言葉ではコミュニケーションで
すが、そんなになま易しいことではありません。お
そらく１人ひとりの中、それぞれの会社に大変なノ
ウハウを持っています。そのノウハウを１人の頭か
ら、社員全員で共有化して、武器にした会社が勝ち
残って行くのではないかと思います。
　営業戦略、生産戦略、情報戦略。この３つを実現
することによって、新企業文化を実現します。新企
業文化を実現するのに、まず必要なことは横並び意
識を止めることでしょう。横並び意識を止めるため
には、社員１人ひとりの意識改革が必要ですが、で
はどの方向へ持って行くべきなのでしょうか。理想
ですが、全社員がリーダーシップを発揮するように
しなければいけないと思います。リーダーシップは
管理職だけが発揮するものではありません。全社員
がそれぞれの仕事においてリーダーシップを発揮す
ることはできるはずだと思います。このようになれ

ば、新企業文化ができてくると思います。
　
■印刷の周りにビジネスが存在

　印刷には３つの顔があります。製造業、サービス
業、情報産業の３つです。その顔が大きく変化した
中で、今、どうなったでしょう。
　３つの顔があって、多面的な対応ができるのが、
印刷の強みでした。過去形です。印刷会社はあらゆ
る業界の顧客を持ってくることができました。これ
も過去形です。印刷物はリピート性が高いために、
印刷会社と顧客の関係は継続的で、永続性があった。
これまた過去形です。
　お客様の立場になって考えてみてください。今、
印刷会社の選択の余地はいくらでもあるのではない
でしょうか。だから、全印工連は「業態変革をしま
しょう」と言い続けてきたわけです。やらなくては
いけない、差別化しなくてはいけない。そのための
キーワードの１つが、「ワンストップサービス」で
す。ワンストップサービスの基本は「お客様のため
に何ができるか！」。これがコンセプトです。
　数年前、私は千葉県の印刷会社の年賀状の話に
感動しました。年賀状を100枚、4,000円で請けてい
る会社です。それが年賀状と宛名書きを請けました。
宛名書きを請けると、それは10,000円でした。4,000
円の年賀状が宛名書きを請けて、14,000円。まさに、
印刷の隣接する周りを一歩一歩やるのがワンストッ
プサービスです。アメリカの印刷業界では、１ドル
の印刷の周りに６ドル～８ドルの付帯サービスがあ
ると言い続けています。ということは、印刷の周り
にビジネスがあるのです。

　そしてワンストップサービスの価値。これは決し
てコストダウンではありません。お客様の手間を私
たちがお手伝いをするのです。サービスに対してき
ちっとお金をいただく。お客様のかかる手間と経費
をいただくことが、ワンストップサービスの原点で
あると思います。
　
■飛躍する印刷会社の条件

　成功している会社の例をお話します。
　外から見ていて、ソフト化、サービス化で成功し
ているように見える会社。その会社は、その時点で
行っている仕事を顧客の要望に基づいて、きちっと
満たし続けています。つまり、成功の秘訣というの
は、現在の仕事を100％こなすことで、顧客の信頼、
期待感を確保、維持することにあるように思います。
要は当たり前のことを、当たり前にやっているだけ
なのです。決して魔法の杖はないと思います。
　最後に、今後10年、飛躍する印刷会社の条件につ
いてお話します。
　ソリューション提案ができる、あるいは、マーケ
ティングの分かる社員の確保と育成が最優先課題で
あろうと思います。印刷が綺麗にできます、安くで
きます、速くできます、これではもはや話しになら
ないと思います。顧客が助けて欲しいと願っている
ことを見抜いて、最適な方法で対応できる社員を持
つこと。それがビジネスを成長させると思います。
　私たち印刷会社は、単なる印刷物製造企業から、
多くのメディアに対応できるコンテンツ制作企業、
ワンストップサービス企業へ転換を目指して行こ
うじゃありませんか－。一緒に頑張りましょう。
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「印刷ビジネス―これからの10年」
水上全印工連会長メッセージ



●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

●身近な催し物のお知らせ（関係団体）

　■2020年の印刷市場規模予測
　提言は、「印刷産業の過去と現在」「印刷産業の
未来」「ソリューションブロバイダーへの進化」
「企業の継続性・競争力強化の推進」「組合に関す
る戦略」の５項目からなり、それぞれについて説明
が加えられた。
　島村委員長は、構造不況（出版物・官公需）、宣
伝広告費支出の減少、慢性的な供給過剰による過当
競争、価格下落、人口減少と経済成長の停滞など、
印刷産業を取り巻く環境変化について触れ、「リー
マンショック以降の景気の後退で、企業の費用対効
果を探る動きが強まり、メディアスイッチを促がし
ている。こうした要因からして、印刷需要の回復の
可能性は低く、増える、下げ止まると考えられる具
体的な材料はない」との現状認識を示した。

　その上で、2020年印刷産業の姿として、市場規模
24％減、従業者数27％減、事業所数32％減とし、結
果、印刷市場規模（出荷額）は4兆6000億円（中位
予測）、楽観値では5兆5000億円（上位予測）、悲
観値では3兆8000億円（下位予測）と、厳しい予測
を示した。
　この予測は、製品分野別に拡大・縮小の幅は異な
るものの、今後、減少が見込まれる分野として指摘
したのは、電子化や人口変動など、メディア多様化
の影響を受けやすい「商業印刷、出版印刷、事務用
印刷」などの分野。これに対し、需要が比較的堅調
なものとして、「シール・ラベル、特殊印刷分野」
をあげ、中でも、メディア多様化の影響を受けにく
く成長が見込まれる分野として「ソフト・サービス
分野」をあげた。　

　全日本印刷工業組合連合会（水上光啓会長）は、「全
日本印刷文化典in岐阜」に併せ開催した全印工連フォー
ラムにおいて「産業成長戦略提言2010」を発表した。
この中で、2020年の印刷産業予測では、現在のペース
で印刷市場の減少が続いた場合、市場規模（出荷額）は
4兆6000億円、生き残れる印刷業は現在の７割という厳
しい数字を示した。一方、１事業所あたりの売上高、従
業員数、従業員１人当りの売上高は増加としている。ま

た、印刷産業における成長戦略として、「ソリューショ
ン・プロバイダー」をキーワードに掲げ、「これまで蓄
積した技術やノウハウを、顧客や社会が抱える諸問題
の解決に活かすことで、新たな価値の創造と成長を目指
す」と指摘。
　「産業成長戦略提言2010～ソリューション・プロバ
イダーへの進化～」は、全印工連産業戦略デザイン室島
村博之委員長が行なった。以下、その要旨である。

　■ソリューション・プロバイダーへの進化
　こうした認識を踏まえて、今後生き抜くために
はどのような施策が必要なのか－。島村委員長は、
「メディア環境の激変に対応し、従来型の印刷ビ
ジネスから脱却し、過当競争を回避し、ソフト・
サービス分野に取り組み、生産性を向上させられ
る会社」が条件になるとしている。
　ソフト・サービス分野に関しては、「全印工連組
合員を対象とした直近の調査では、現在は売上の
３％程度であるが、今後着実に伸び、10年間で３倍
になると見込まれる」としている。
　生き抜くことができた印刷会社の2020年に見られ
る姿は、１社当たりの売上高が12％増（2億5845万
円／2010年2億3079万円）、１社当たりの従業員数
８％増（12.7人／2010年11.8人）、１人当たりの売
上高４％増（2035万円／2010年1960万円）と予測
している。
　印刷産業が目指すべき方向として打ち出している
のが、「ソリューション・プロバイダー」への進化
である。このソリューション・プロバイダーとは、
「クライアントや社会が抱える諸問題を蓄積した技
術やノウハウを持って解決する存在」と位置付けて
いる。では、印刷産業が進出できるソリューション
領域にはどのような分野かあるのか、「①経営、②
販売、③感性価値、④クロスメディア、⑤クリエイ
ティブ、⑥プリント、⑦フルフィルメント、⑧海外
ビジネス、⑨地域活性」の９分野をあげている。
　島村委員長は、「競争激化がさらに厳しく待って
いる。現在の変革期では、合理化努力や技術革新だ
けで乗り越えられる生易しいレベルではない。新た
なビジネスモデルを確立する必要がある。印刷を中

心に発生するさまざまな諸問題解決において、多く
のノウハウを印刷産業は蓄積している。それを生か
す余地は想像以上に大きい」と指摘している。
　企業の継続性・競争力強化の推進については、
「業態変革を推進するときが到来し、経営理念の共
有、戦略的経営（「ワンストップサービス」と「専
門特化」）、営業力の強化、M&Aやアライアンス
の検討など、「経営資源の最大活用」をあげた。
　この提言書について、島村委員長は、「提言書は、
委員の思いや理想を形にしたものであり、きっと多
くの異論が生じるであろう」とし、「今後の活発な
議論に期待したい」と締めくくった。
　なお、提言書には、「組合に関する戦略」も採り
上げられている。ここには、組合による企業のM＆
A補助、環境コンサルティング、生産集約型業界へ
の先導、DTPや業務管理ソフトウェアの販売、ウェ
ブサイトを使った仕事交流、各県工組の事務局機能
の請負、印刷産業他団体との合併、信用情報集積と
提供など、今後取り組むべき戦略を示している。
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■2010全日本印刷文化典in岐阜
全日本印刷工業組合連合会フォーラムより

2020年印刷市場予測「4兆6000億円」
成長戦略のキーワード「ソリューション・プロバイダー」

「産業成長戦略提言2010」発表

事業・行事 平成23年新春
 印刷と関連業界新年互礼会
ところ 名古屋東急ホテル３階「ヴェルサイユ」
(1)講演会  16:00～　
　演題「快進撃企業のぶれない経営の極意」
　講師  坂本光司氏（法政大学静岡キャンパス長)
(2)新年互礼会  17:50～
事業・行事 印刷寺子屋
ところ 愛知県印刷工業組合
講師 島村博之氏（全印工連副会長・産業戦略デザ
　　　　　　    イン室委員長、六三印刷㈱会長）
事業・行事 教育セミナー（パネルディスカッション）
 「“見える化”から始める収益改善」
ところ ウィンクあいち　902会議室
パネリスト 佐竹一郎氏（大東印刷工業㈱社長）
 松岡祐司氏（㈱アサプリホールディングス社長）
 他１名　調整中
コーディネーター 花房　賢氏（ＪＡＧＡＴ研究調査部）
参加費　組合員1人1,000円　一般1人3,000円
事業・行事 企業見学会
見学先 旭紙工㈱（大阪府松原市）
※詳細調整中

平成23年
1月14日㈮
申込受付中

2月 7日㈪
19：00～
　　20：30

2月18日㈮
10：00～
　　12：00

3月12日㈯

事業・行事 ㈱光文堂 第47回光文堂新春機材展
ところ 名古屋市中小企業振興会館吹上ホール
後援　愛知県印刷工業組合
事業・行事 中部地区印刷協議会
 「平成22年度下期会議」
ところ キャッスルプラザ

平成23年
1月21日㈮
  ～22日㈯
2月18日㈮
  ～19日㈯



名古屋支店／TEL.052-363-5011
〒454-0807 名古屋市中川区愛知町4-6http://www.komori.com

菊半裁反転機構付4色オフセット枚葉印刷機

　愛印工組では、組合員が厳しい現状の中でどのような対応を取っ
ているのか、「経済危機における実情アンケート」調査を行ないま
した。それによると、業績について尋ねた、「経営、売上、受注単
価、材料費、仕入れ商品及び外注費」などの設問に対し、いずれの
項目も厳しい回答が寄せられている。また、従業員対策においても、
「残業時間、一人当りの給料、残業手当、賞与」など、減少を上げ
る企業が多く目に付きます。
　アンケート調査は、官公庁の入札状況、事業継承などについても
尋ねている。中でも官公庁の入札状況では、「価格だけの勝負」
「他県からの参入によるダンピング入札の横行」「常識の範囲を超
えた価格」など、安値受注に強い怒りを汲み取ることができる。一
方、後継者問題では、「後継者の育成」「人材教育」「M&A」な
ど、多くの悩みが聞けます。

　■会社規模・内容（カッコ内は割合）
　【従業員数】　5人以下／10社（15.9％）、10人以下／8社（12.7％）、
30人以下／20社（31.7％）、50人以下／9社（14.3％）、100人以下
／13社（20.6％）、101人以上／３社（4.8％）
　【保有設備（重複回答）】　オフセット単色機／38社、オフセッ
ト2色機／39社、オフセット4色機／42社、5色以上のオフセット印
刷機／13社、オンデマンド印刷機／28社、制作用パソコン／54社、
CTP出力機／47社、製本機（後加工機含む）／41社、その他／17社
　【得意先】　民間企業／58社（26.4％）、官公庁／42社（19.0％）、
教育機関（大学、高校など）／23社（10.4％）、個人／23社（10.4％）、
印刷会社／39社（17.5％）、広告代理店／26社（11.8％）、その他／
10社（4.5％）
　■2009年以降の実績（前年比較）
　【経営（前年同期と比較して）】　苦しくなった／33社（53.1％）、
変わらない／20社（32.3％）、良くなった／９社（14.5％）
　【売上】　上がった／８社（13.1％）、ほほ変わらず／16社（26.2％）、
下がった／37社（28％）
　【受注単価】　上がった／0社（0％）、ほほ変わらず／29社（50.9％）、
下がった／28社（49.1％）

　教育委員会（松岡祐司委員長）事業の一つである「印
刷技能検定」オフセット印刷作業の学科及び実技試験が
行われ、このほど合格者が発表されました。
　「一級技能士」は、学科10名がチャレンジし８名、実
技は20名がチャレンジし16名が合格となりました。合
格率ともに80％。これによる学科、実技ともに取得した
「一級技能士」資格取得者は15名でした。
　一方、「２級技能士」は、学科21名がチャレンジし18

名が合格。実技は12名がチャレンジし５名が合格。合格
率は学科86％、実技42％。これによる学科・実技ともに
取得した「２級技能士」は５名でした。
　なお、今回から実技試験の会場が㈱桜井グラフィック
システムズ岐阜工場になりました。これは、かねてから
指摘されておりました「試験環境の平等性を図る」こと
を目的とした処置です。
　同工場の皆様には、試験実施にあたり多大なご協力と
ご配慮を賜り、大変お世話になりました。本誌上を借り、
心より御礼申し上げます。　

　【材料費】　上がった／3社（4.5％）、ほほ変わらず／50社（79.4％）、
下がった／10社（15.9％）
　【仕入れ商品及び外注費】　増えた／7社（11.9％）、ほほ変わら
ず／39社（66.1％）、減った／13社（22.0％）
　【利益】　上がった／6社（11.1％）、ほほ変わらず／27社（50.0％）、
下がった／21社（38.9％）
　■従業員（パート）について（前年比較）
　【人数】　増えた／12人（19.7％）、変わらず／31社（50.8％）、
減った／18社（29.5％）
　【残業時間】　増えた／5社（9.1％）、変わらず／30社（54.5％）、
減った／20社（36.45％）
　【一人当りの給料】　増えた／11社（18.7％）、変わらず／34社
（57.6％）、減った／14社（23.7％）
　【一人当りの残業代及び手当て】　増えた／7社（12.8％）、変わ
らず／30社（54.5％）、減った／18社（32.7％）
　【一人当りの今年夏の賞与】　増えた／3社（5.1％）、変わらず／
27社（45.8％）、減った／17社（28.8％）、出さなかった／12社(20.3％)
　【採用】　難しくなった／5社（9.1％）、いままでどおり／33社
（60.0％）、採用しやすくなった／17社（30.9％）
　■設備投資
　今年行なう／9社（14.5％）、考えている／18社（29.0％）、考えて
いない／35社（56.5％）
　■懸念していること（複数選択式）
　売上（受注量）の減少／49社、売上単価の減少（価格競争の激
化）／36社、利益率の悪化／37社、仕入れ価格の高騰／5社、資金
繰りの悪化／8社、新規顧客の開拓／26社、従業員教育／15社、従
業員の高齢化（世代交代）／7社、その他／1社

－ 10 － － 11 －

「経済危機における実情把握アンケート」集計結果
売上（受注量）の減少、利益率の悪化、
売上単価の減少（価格競争の激化）など懸念材料

平成22年度「印刷技能検定合格者」発表



　愛印工組は、10月26日午後６時30分より、「ウインク
あいち」（愛知県産業労働センター）で、「電子書籍が
印刷業に与える影響」をテーマとするセミナーを開催し
た。担当はマーケティング委員会（鬼頭則夫委員長）。
　セミナーの司会は、伊藤公一副委員長が務め、冒頭、
鬼頭委員長が挨拶に立ち、「書籍が電子化すると言われ
ながら、早10年が経ちますが、昨年から突然、話題に
なって動いています。現状はどうなっているかというこ
とで、植村先生にお話をいただきます。本当に興味ある
ことですが、まだ雲を掴むような話でもあります。ただ、
非常にすぐ近くにやってきているような気がします。一
つでも掴めるものがあれば幸いです」と述べた。
　この後、東京電機大学出版局の植村局長が「電子書籍
が印刷業に与える影響」をテーマに講演した。
　講演の中で植村局長は、「出版業界の現状」「電子書
籍とその影響は？」「印刷業の今後の対応」など、統計
数値・図表を使いながら説明した。
　「出版業界の現状」について、この15年の間にデジタ
ル複製とネット流通によって、劇的、加速度的に変化し
ていると指摘。また、「出版年鑑2009」を示しながら、
出版市場は、書籍は減少していないものの、雑誌は広告
収入の激減を背景に急激に減少していると述べた。
　「電子書籍とその影響は？」について、「紙は素晴ら

しいメディア。表示メディアとして、いくらディスプレ
イが開発されたとしても、紙を超える視認性はないで
しょう」と紙の優位性を指摘する一方で、電子書籍に向
く本の種類を紹介。
　具体的には「電子辞書、百科事典、電子マップ。これ
らはデジタルになったら紙に戻りません。検索性では、
デジタル、ネットが向いているし、市場は大きくなりま
す」と述べ、「紙にできないものを提供したところが、
成功しています」という認識を示した。また、「文字が
紙の上にしかなかった時代がかつてあった」が、現在は
携帯、メール、ブログ、ツイッターなどにより、膨大な
デジタル文字がディスプレイ上にあふれている。ただし、
それらのデジタル文字を出版、印刷業界とも、コンテン
ツとして販売することができず、紙の形にして提供して
いるのが現状と述べた。
　「印刷業の今後の対応」について、今まで経験したこ
とのない情況が出版と印刷業界で起こっている中で、印
刷会社でできることは、「発想の転換、そして、コンテ
ンツに意識を向けるしかありません」と強調。具体的に
は「自分たちが印刷した物を誰が使っているのかを、プ
ラスアルファで考えて行くしかありません」、「自分た
ちがクライアントから預かってきたコンテンツに、どう
価値を見出すかというところに視線を向けて行く必要が
あります」と述べた。そして、それによって、「初めて
提案ができ、人々が訓練され、ノウハウが固まる」とそ
のメリットを挙げた。
　さらに、印刷業界で技術の平準化が進み、差別化が困
難になり、付加価値が減少する中、特に不況期、マイナ
ス成長期にどのように対応するべきかについては、「デ
ジタルにより、印刷業界はコスト競争に陥りました。逆
転の発想で、『ネットですぐに発送しますから、高い料
金をいただきます』という発想があるように、デジタル
技術をもう一度見直し、24時間営業で安さで勝負ではな
い、デジタル技術の使い方を考えて行く必要があるので
はないか」と、締めくくった。
　セミナーは鳥原久資副理事長の謝辞をもって終了した。

　愛印工組は、10月27日午後６時30分より、ウインク
あいち（愛知県産業労働センター）で、「お客様が求め
る新たな時代の印刷ソリューション営業（何かありませ
んか）営業はもう通用しない」をテーマとする経営セミ
ナーを開催した。担当は経営革新・環境委員会（佐藤壽
記委員長）。
　セミナーの司会は、萬谷達俊副委員長が務め、最初に
佐藤委員長が挨拶に立ち、「本日は『お客様が求める
新たな時代の「印刷ソリューション営業」』というテー
マで、セミナーを開催いたします。副題に『「何かあり
ませんか」営業はもう通用しない』とあります」と述べ
た上で、岐阜で開催された印刷文化典における全印工連
フォーラムにふれ、「既存のままでは2020年の印刷市場
は24％減との報告があり、営業実務生産性向上、新事業
戦略構築などが提言されました」と報告。その上で「そ
のような中、私たちはクライアントが抱える諸問題を解
決して行く営業スタイルをとって行かなければなりませ
ん」と新しい営業スタイルの確立の必要性を強調。「セ
ミナーが皆様のヒントになれば幸いです」と述べた。
　この後、㈱バリューアシストジャパンの伊藤直行社長
の「お客様が求める新たな時代の印刷ソリューション営
業（何かありませんか）営業はもう通用しない」をテー
マに講演した。

　講演の前半、伊藤社長は、現在の印刷産業を取り巻く
厳しい環境を、各種の経済指標で示し、その背景（経
済・社会の構造変化／印刷業界の変化）を解説。そし
て、印刷業界の成長戦略として、「刷りに徹する（製
造業）」「クロスメディアに対応する（情報サービス産
業）」「新業態を取り込む（情報サービス業）」の３つ
をあげ、その具体的方法を説明した。
　また、これからの印刷ビジネスは「情報価値創造産
業」として「顧客価値の最大化」を目指すべきだと強調
し、ビジネスコンセプトの見直し、顧客視点でのビジネ
ス展開、新たな営業スタイルの変革（ソリューション営
業／顧客のビジネスの貢献する営業など）の必要性を訴
えた。
　講演の後半では、研修プログラムの「ソリューション
営業活動のプロセス」を紹介し、①ターゲットを決める、
②顧客を知る、③仮説を立てる、④仮説を提示する、⑤
真の課題をヒアリングする、⑥真の課題を共有する、⑦
仮説を進化させる、⑧キーパーソンと面談する、⑨課題
解決提案をする、⑩契約をするの各プロセスの内容と具
体例を説明した。
　セミナーは細井俊男副理事長の謝辞をもって終了した。

－ 12 － － 13 －

東京電機大・植村八潮局長が講演

マーケティングセミナー

「電子書籍が印刷業に与える影響」
営業活動の実践プログラムを学ぶ

経営セミナー

「印刷ソリューション営業」

■経済産業省から

製造事業所の皆さんへ
　　　統計調査にご協力ください

　平成22年工業統計調査を12月31日現在で行います。
　調査の実施に当たっては、本年12月から来年１月
にかけて調査員がお伺いします。
　なお、調査票に記入していただいた内容について
は、統計法に基づき秘密が厳守されますので、正確
なご記入をお願いします。

http://www.meti.go.jp/statistics/
経済産業省
愛知県

「工業統計調査」協力の依頼

105名が参加したマーケティングセミナー 愛印工の経営セミナー（手前は挨拶する佐藤委員長）
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　■日印産連「オフセット印刷サー
ビス」VOC発生抑制に関するグリー
ン基準の一部改定について
　10月からの「GP資機材認定制度」

の開始に伴い、GP資機材認定とグ

リーン基準の整合性を図り、VOC発

生抑制に関するグリーン基準の一部

が10月20日より改定された｡(表参照)

　＊「VOC配慮型湿し水」には、

エッチ液など添加剤を使用しない湿

し水を含む。この場合、水準―１と

して取り扱う。

　■愛知県印刷工業組合が後援する

㈱光文堂主催による第47回「光文堂

新春機材展」が、来春１月21日㈮・

22日㈯の両日、名古屋市中小企業振

興会館（吹上ホール）において開催

される。「2011 DISCOVERY NEXT

（見つける、動く、切りひらく）」

をテーマに、光文堂はじめ出品各社

から内外の新鋭機が披露される。ま

た、好評のコラボレーション展も併

催されることになっている。詳細に

ついては、１月号に詳報予定。

　■2011年度総合機材展
　・｢PAGE2011」　期日：２月２

日㈬から４日㈮､会場：東京池袋サン

シャインシティコンベンションセンター

　山下雅史氏逝去
 ㈲日本レーベル社長山下雅史氏
は10月28日逝去された。享年62歳。
葬儀は、10月30日イズモ葬祭セレ
モニホール岡崎貴賓館において執
り行われた。
　伊藤幸夫氏逝去
　㈱伊藤印刷所前社長伊藤幸夫氏
は、11月２日肺炎のため逝去され
た。享年86歳。
　土屋睦氏逝去
　ツチヤ印刷㈱会長土屋睦氏は、
11月７日逝去された。享年89歳。
葬儀は、11月９日平安会館浄心
斎場において執り行われた。

TOKYO、主催：㈳日本印刷技術協会

　・｢IGAS2011」国際印刷機材展　

期日：9月16日㈮から21日㈬、会場：

東京ビッグサイト東館、西館、主

催：印刷機材団体協議会

　・｢2011日本国際包装機材展」　期

間：10月18日㈫から21日㈮、会場：

東京ビッグサイト、主催：日本包装

機械工業会

　■日本自費出版文化賞／作品募集
　日本グラフィックサービス工業会

主催、NPO法人日本自費出版ネット

ワーク主管による、第14回「日本自

費出版文化賞」の作品募集が行なわ

れている。

　【募集部門】
 ①地域文化部門／郷土史、地域誌、

民族記録、地域人物伝、記念誌など。

②個人誌部門／自分史、一族史、追

悼集、遺稿集、旅行記、闘病記、趣味

など｡③小説・エッセイ集／小説、戯曲、

エッセイ、童話など。④詩歌部門／

詩集、短歌、俳句、川柳など。⑤研

究・評論部門／研究発表（一般書）、

評論、評伝など。⑧グラフィック部

門／画集、写真集、絵本など。

　【受付期間】
　2011年３月31日（当日消印有効）

　【応募方法、申し込み先】
　〒103-0001東京都中央区日本橋小

伝馬町7-16 ニッケイビル7F 日本グラ

フィックサービス工業会内

NPO法人日本自費出版ネットワーク

日本自費出版文化賞事務局

TEL03-5623-5411 FAX03-5623-5473

■中日ドラゴンズのセリーグ優勝パ
レードを見に、栄まで出掛けました
が、人、人、人の多さに圧倒されま
した。新聞の報道では50万人が沿道
を埋め尽くしたそうです。沿道のデ
パート、商店、飲食店など、経済効
果も相当なものがあったのではない
かと思ったりしています。ドラゴン
ズ優勝で印刷業界への効果は、一体
どれぐらいあったのでしょうか？
■平成23年新春 印刷と関連業界新年
互礼会が平成23年１月14日㈮に開催
されます。是非、皆様方のご出席を
お待ち申し上げております。

－ 14 － － 3 －

巻頭言

　本年度の従業員･家族合同レクリエーション
は、初秋とはいえ暑さの残る９月26日に開催し
ましたが、178名の大勢の参加をいただき、お
天気も快晴の初秋の長野を満喫した一日でした。
　今回は、ウォーキング主体のレクリエーショ
ンのため参加者の年齢層も幅広く小学生から中
高年まで様々でした。参加者のアンケートから
はおおむね好評の回答をいただき、企画をご提
案いただいた吉川委員長には感謝申し上げます。
　下見は台風が来襲して最悪の中でしたが、共
済･労務委員の方々の細部に亘る協力のおかげ
で良い結果になったようです。
　次年度も工夫を凝らしたレクリエーションを
ご提案申し上げますので沢山の方のご参加をお
願い申し上げます。
　さて、昨日、税務当局の方とお話しする機会
が有り、その中で、中川税務署管内の法人の75
パーセントが赤字申告であるとの話をお聞きい
たしました。
　大企業では今期、リーマンショック以降では、
やっと回復の兆しがあると新聞紙上では発表さ
れていますが、中小零細企業にあっては、まさ
に私ども印刷業では、苦戦されている企業の方
が多数なのではと推察する次第です。
　私が属する熱田支部においても、私が10年
前に支部長をしていた頃は、確か26社ぐらいは

加入されていたと記憶しています。時代の流れ
とは言え、厳しい環境の変化は、資本主義社会
にあっては致し方ないのでしょうか。それでも、
現在の会員数を維持拡大しながら将来の展望を
見据えた努力は当然必要でしょう。
　また、本年11月から名古屋商工会議所の会頭
となられた名港海運株式会社会長の高橋治郎様
のお話をお聞きする機会が有りました。その中
で、この厳しい環境下では、経営者は歯を食い
しばって努力をしなければならないと語られま
した。
　ご承知のように名古屋港はこの度、国の指定
港からは外されてしまいました。実績のある港
が外され、そこに本当に日本の将来の展望があ
るのかとも語られました。幸いにも名古屋、愛
知県は産業基盤のある企業と共に発展してきま
した。そのおかげで名古屋港も発展して来たと
思います。
　従来、そして今後も、その産業基盤を中小企
業は支えています。勿論この厳しい状況の続く
中、我々業界とその企業の存続ましてや発展は
容易なことではありませんが、会員の交流と工
夫は必ずや道は拓けると信ずるところです。
　愛知県印刷工業組合が益々活性化することを
願い、一年間の会員の方々のご協力に感謝申し
上げましてお礼の言葉とさせていただきます。

「会員交流に感謝」

共済･労務委員長　猪飼 重太郎

お知らせ

事務局だより

訃　報

グリーン基準
グリーン原則工程

枚葉印刷

輪転印刷 同上 同上 同上

①VOC発生
　を抑制して
　いる

旧
「湿し水からのVOC発生を
抑制していること」のうち
・VOC配慮型湿し水を50％
　以上使用していること

「洗浄剤からのVOC発生を
抑制していること」のうち
・VOC配慮型洗浄剤を50％
　以上使用していること

「湿し水からのVOC発生を抑制しているこ
と」のうち
・VOC配慮型湿し水を使用していること
＜水準－1＞スリースター認定のエッチ液を
　使用（購入）していること
＜水準－2＞ワンスター認定以上のエッチ液
　を使用（購入）していること

「洗浄剤からのVOC発生を抑制しているこ
と」のうち
・VOC配慮型洗浄剤を使用していること
＜水準－1＞スリースター認定の洗浄剤を使
　用（購入）していること
＜水準一2＞ワンスター認定以上の洗浄剤を
　使用（購入）していること

新（平成22年10月20日改定）
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